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２
月
15
日
に
山
口
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

タ
ナ
カ
」
で
開
催
さ
れ
た
山
口
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

組
合
の
事
業
に
貢
献
し
て
い
る
青
年
部
に

贈
ら
れ
る
「
優
良
青
年
部
表
彰
」
を
次
の

６
青
年
部
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

青年部概要
〈名称〉山口県パン工業協同組合青年部
〈部長〉藤本　隆敏
　　　（レザンジュ有限会社　取締役）
〈部員〉16名
〈住所〉山陽小野田市大字鴨庄93－１

おめでとうございます
 ～６青年部が優良青年部表彰を受賞～

会員紹介

湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部

下
関
市
土
木
建
築
協
同
組
合
青
年
部
会

山
口
県
豆
腐
商
工
組
合
青
年
部

山
口
県
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年
部

山
口
県
畳
工
業
組
合
青
年
部

山
口
県
パ
ン
工
業
協
同
組
合
青
年
部
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山口県パン工業協同組合青年部
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菊
地
で
培
っ

た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
勇
気
プ
ラ

ス
心
の
若
さ
を

持
っ
て
行
動
を

起
こ
す
山
口
県

パ
ン
工
業
協
同

組
合
青
年
部
は
す
ば
ら
し
い
！

　

夢
と
希
望
を
パ
ン
づ
く
り
に
向
け
、

努
力
を
惜
し
ま
な
い
集
合
体
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
の
１
人
が
昨
年
９
月
に
工
費

２
億
円
あ
ま
り
を
か
け
オ
ー
プ
ン
し
た

「
石
窯
パ
ン
工
房
〝
須
恵
の
郷
〞（
山
陽

小
野
田
市
）」
を
ぜ
ひ
ご
見
学
下
さ
い
。

　

き
っ
と
あ
な
た
の
心
に「
楽
し
さ
」「
元

気
」「
や
る
気
」
が
芽
生
え
る
事
で
し
ょ

う
!!

　

山
口
県
パ
ン
工
業
協
同
組
合
青
年
部
（
藤
本
隆
敏

部
長
）
は
、
平
成
２
年
に
設
立
さ
れ
部
員
は
16
名
。

主
な
活
動
と
し
て
組
合
事
業
の
企
画
・
実
行
、講
習
会
・

研
修
会
の
開
催
、
視
察
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
パ
ン
と
菓
子
の
製
造
機
械
、
資
材
等
の
展
示
会

へ
の
参
加
や
山
口
県
産
の
原
料
を
用
い
た
パ
ン
の
開

発
に
取
り
組
む
な
ど
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

17
年
度
は
、
活
性
化
支
援
事
業
に
よ
り
「
ス
ロ
ー
ブ

レ
ッ
ド
〜
も
っ
と
楽
し
く
、
も
っ
と
健
や
か
に
、
パ

ン
が
つ
く
る
豊

か
な
毎
日
」
を

テ
ー
マ
に
、
素

材
に
こ
だ
わ
っ

た
パ
ン
４
種
を

原
材
料
、
配

合
、
各
種
工
程

の
説
明
を
受
け

な
が
ら
実
際
に

パ
ン
を
作
り
、

知
識
・
技
術
の

向
上
に
励
ま
れ

ま
し
た
。

藤
本
青
年
部
長
よ
り

 

ひ
と
こ
と
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１
．
青
年
部
交
流
・
研
修
事
業

⑴　

青
年
部
研
修
会
の
開
催

　

青
年
経
営
者
等
を
対
象
と
し
た
研

修
会
の
開
催

⑵　

青
年
部
研
究
会
へ
の
助
成
・
斡
旋

　

会
員
組
合
青
年
部
が
行
う
研
修
会

等
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

⑶　

青
年
部
交
流
会
の
開
催

 

（
地
域
・
業
種
別
経
験
交
流
会
）

　

県
内
の
組
合
青
年
部
間
の
経
験
交

流
を
深
め
、
相
互
啓
発
と
連
携
強
化

に
よ
る
組
合
青
年
部
活
動
の
円
滑
化
・

適
正
化
を
図
る
た
め
の
各
種
交
流
会

を
実
施

２
．
後
継
者
育
成
・
青
年
部

活
動
の
啓
蒙
普
及
と
会
員

の
増
強

⑴　

青
年
部
山
口
県
大
会
の
開
催

　

組
合
青
年
部
活
動
の
成
果
発
表
と

意
見
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
、
組

合
青
年
部
間
の
相
互
啓
発
と
連
携
強

化
及
び
組
合
青
年
部
活
動
の
啓
蒙
普

及
を
図
る

⑵　

青
年
部
懇
談
会
の
開
催

　

組
合
青
年
部
の
幹
部
、
学
識
経
験

者
を
交
え
未
設
置
組
合
の
青
年
経
営

者
及
び
後
継
者
を
対
象
と
し
た
懇
談

会
を
開
催

３
．
情
報
提
供
事
業

⑴　

会
報
の
発
行
、
会
員
に
必
要
な

資
料
の
提
供

⑵　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
青
年
部

活
動
情
報
の
発
信

４
．
福
利
厚
生
事
業

⑴　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め

の
懇
親
会
を
実
施

⑵　

親
睦
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
を
開
催

５
．
青
年
部
活
動
向
上
対
策

事
業

　

通
常
総
会
・
役
員
会
な
ど
の
開
催

W
hat's

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
？

組
合
青
年
部
並
び
に
傘
下
企
業
の
方
々
に
中
央
会
青
年
部
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
の
活
動
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

沿　

革

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
は
、
昭
和
53
年
に
設
立
し
た

山
口
県
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
平
成
４
年

７
月
３
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
中
央
会
青
年
部
は
、
中
小
企
業
並
び
に

組
合
の
次
代
を
担
う
後
継
者
の
育
成
や
中
小
企
業
の
組
織
化
、
組
合
青

年
部
活
動
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

名　
　

称　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部

構
成
員
数　

42
組
合
青
年
部

代
表
者
名　

梅
林　

義
彦

こ
ん
な
事
業
や
っ
て
い
ま
す
！

山口県中小企業団体中央会青年部は、
チーム・マイナス６％に参加しています。

17年度 事業活動
ファイル

全国中小企業青年中央会

平成17年度通常総会・第１回

全国代表者会議 （６月 大阪市
） 平成17年度通常総

会

 （７月　長門市湯
本）

組合青年部交流会（７月）ナムコチームナンジャの齋藤ディレクターを招き講演・交流会を行いました。

第１回親睦ゴルフコン
ペ（11月）湯田カント
リー倶楽部で開催し梅
林部長が優勝しました。

青年部懇談会 （11月）
青年部活動のあり方等に
ついて懇談しました。

役員会
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│
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
始
め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
？

寺
西
さ
ん　

ち
ょ
う
ど
15
才
の
頃
が
バ
ン
ド
ブ
ー

ム
全
盛
の
頃
で
最
初
は
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
手
に

し
て
ギ
タ
ー
を
弾
き
は
じ
め
、
そ
の
延
長
で
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
も
弾
き
は
じ
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

│
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
魅
力
は
？

寺
西
さ
ん　

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
だ
と
ど
う
し
て
も
バ

ン
ド
の
形
態
で
演
奏
す
る
の
が
主
流
で
す
が
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
特
に
私
が
好
き
な

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル

は
、〝
ギ
タ
ー
１
本
で
完
結
す
る
〞
と
で
も
い

う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

│
所
有
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ギ
タ
ー
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い

寺
西
さ
ん　

ギ
タ
ー
は
３
本
あ
り
ま
し
て
、
特

に
マ
ー
チ
ンD

-18G
E

と
外
国
の
職
人
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
作
っ

て
も
ら
っ
た
ギ
タ
ー

が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。

│
お
気
に
入
り
の
ギ
タ

リ
ス
ト
は
誰
で
す
か

寺
西
さ
ん　

好
き
な
ギ

タ
リ
ス
ト
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
が
、
海
外

だ
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ン
・
キ
ン
グ
（Justin K
ing

）、プ
レ
ス
ト
ン
・

リ
ー
ド
（P

reston R
eed

）、
マ
イ
ケ
ル
・

ヘ
ッ
ジ
ス
（M

ichael H
edges

）、
国
内
で

は
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
、中
川
イ
サ
ト
な
ど
で
す
。

い
ず
れ
も
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
法
な
ど
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
優
れ
た
音
楽
性
を
兼
ね
備
え
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
す
ね
。

│
入
門
編
と
し
て
お
す
す
め
の
Ｃ
Ｄ
な
ど
が
あ
れ

ば
教
え
て
下
さ
い

寺
西
さ
ん　

入
門
編
と
し
て
は
「
タ
ッ
チ　

〜
ベ

ス
ト
・
オ
ブ
・
ウ
ィ
ン
ダ
ム
・
ヒ
ル
／
コ
ン
プ

リ
ー
ト
・
ギ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
し
ょ

う
か
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
と
い
う
と
、
ほ
と
ん

ど
が
ピ
ア
ノ
な
ど
に
よ
る
演
奏
で
す
が
、
こ
れ

は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
の
珍
し
い

ヒ
ー
リ
ン
グ
作
品
集
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ド
ア
ル
バ
ム
と
な
る
と

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
キ
ン
グ
の
「Le B

leu

」
で

す
ね
。
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
キ
ン
グ
の
音
楽
性
や

ギ
タ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
と
て
も
豊

か
で
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

ま
す
。
な
か
な
か
入
手
し
に
く
い

ア
ル
バ
ム
で
す
が
是
非
聴
い
て
み

て
下
さ
い
。

│
最
後
に
石
材
加
工
職
人
の
寺
西

　

さ
ん
と
し
て
一
言
お
願
い
し
ま

　

す
。

寺
西
さ
ん　

私
は
い
つ
も
石
材
加

　

工
職
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を

も
っ
て
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

加
工
技
術
に

は
自
信
が
あ
り

ま
す
。
お
客
様

か
ら
の
要
望
に

か
な
う
仕
事
が

出
来
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

取
材
中
に
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
と
て
も
繊
細
な
音
を
奏
で
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。（
練
習
中
に
は
お
子
さ
ん
か
ら
の
ダ
メ
だ

し
も
あ
る
と
か
…
）。
驚
い
た
の
は
曲
を
コ
ピ
ー

す
る
の
に
譜
面
で
は
な
く
耳
で
音
を
聴
き
取
っ
て

コ
ピ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
！

　

弦
を
は
じ
く
手
先
の
器
用
さ
や
繊
細
な
感
性
は
、

同
じ
く
「
創
る
」
と
い
う
石
材
加
工
の
現
場
に
も

活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
寺

西
さ
ん
、お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アコースティックギター

これにハマってます！

　

中
央
会
青
年
部
役
員
と
し
て
事
業
運
営
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
寺
西

さ
ん
で
す
が
、
昔
か
ら
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
夢
中
だ
と
か
。
そ
こ
で
、

寺
西
さ
ん
に
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

「タッチ」
商品番号：BVCW21152

「JUSTIN KING/Le Bleu」
商品番号：不明

寺西　　健さん
（山口県石材加工協同組合青年部　部長）M

Y
 FA

V
O

R
IT

E

（左端）マーチンD-18GE
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中
小
企
業
は
、
一
般
的
に
規
模
が

小
さ
い
、
資
金
調
達
力
や
情
報
収
集

力
が
弱
い
、
技
術
力
が
低
い
等
、
事

業
経
営
の
上
で
不
利
な
立
場
に
立
た

さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
は
、
最
近
の
情

報
化
の
進
展
、国
際
化
、消
責
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
、
規
制
緩
和
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
規
制

強
化
な
ど
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
事
業
活
動
の
再
検
討
や
事
業
の
方

向
転
換
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
な
ど
、

一
段
と
厳
し
い
環
境
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

中
小
企
業
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
環
境
に
対
応
し
て
新
た
な
発
展
を

し
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業

の
自
助
努
力
が
大
切
で
す
が
、
個
々

の
能
力
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
同
じ
よ
う
な
立
場
に

あ
る
中
小
企
業
者
同
士
で
組
合
を
つ

く
り
、
互
い
に
協
力
・
助
け
合
い
、

事
業
経
営
を
充
実
・
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
最
も
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
業
の
中
小
企
業
者
な

ど
が
相
集
ま
っ
て
組
合
を
作
り
、
生

産
性
の
向
上
を
図
り
価
値
実
現
力
を

高
め
対
外
交
渉
力
を
強
化
し
、
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種

の
組
合
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
中

小
企
業
者
が
行
お
う
と
す
る
共
同
事

業
の
種
類
・
内
容
に
よ
っ
て
組
合
の

種
類
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
組

合
を
つ
く
る
効
果
と
し
て
は

①
取
引
条
件
の
改
善
、
販
売
促
進
、

資
金
調
達
の
円
滑
化
、
情
報
・
技

術
・
人
材
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
充
実
、
生
産

性
の
向
上
等
に
よ
り
経
営
の
近
代

化
・
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
②
業
界
の
ル
ー
ル
の
確
立
、
秩
序
が

維
持
で
き
、
メ
ン
バ
ー
企
業
の
経

営
の
安
定
と
業
界
全
体
の
改
善
発

展
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

③
中
小
企
業
者
の
個
々
の
意
見
や
要

望
事
項
を
組
合
で
ま
と
め
る
こ
と

に
よ
り
国
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
組
合

を
通
じ
て
、
多
く
の
中
小
企
業
施

策
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

協
同
組
合
に
つ
い
て
考
え
る

と
き
、「
協
同
組
合
」
と
「
会
社
」

と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
は
っ

き
り
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
非

常
に
大
切
で
す
。

　

わ
が
国
の
企
業
形
態
は
、
大

き
く
分
け
て
公
企
業
と
私
企
業

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

私
企
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

個
人
企
業
と
共
同
企
業
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

共
同
企
業

に
は
、
注
人
格
を
も
つ
法
人
企
業
と

法
人
格
を
も
た
な
い
匿
名
組
合
、
民

法
上
の
組
合
、
権
利
能
力
の
な
い
社

団
な
ど
の
非
法
人
企
業
が
あ
り
ま
す
。

　

法
人
企
業
に
は
、
営
利
法
人
と
し

て
の
会
社
が
あ
り
、
公
益
法
人
と
し

て
の
社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）、

そ
し
て
、
営
利
法
人
と
公
益
法
人
の

中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
間
法
人

と
し
て
の
協
同
組
合
等
が
あ
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
と
会
社
（
代
表
的
な
も

の
と
し
て
「
株
式
会
社
」）
は
、
と

も
に
法
人
で
あ
り
管
理
面
等
で
多
く

の
類
似
点
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
次

の
と
お
り
、
理
念
や
性
格
の
上
で
異

な
る
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

第
１
に
、
株
式
会
社
は
資
本
中
心

の
組
織
で
あ
る
の
に
対
し
、
組
合
は

組
合
員
と
い
う
限
定
さ
れ
た
人
を
組

織
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。　

組
合

で
は
、
組
合
員
１
人
の
出
資
額
が
原

則
と
し
て
総
額
の
４
分
の
１
ま
で
に

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
社
に
は

そ
の
よ
う
な
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

総
会
に
お
け
る
議
決
権
・
選
挙
権

は
、
会
社
で
は
各
株
主
が
も
っ
て
い

る
株
式
数
に
比
例
し
た
数
と
な
る
た

め
、
多
数
の
株
式
を
所
有
す
る
株
主

の
意
向
に
よ
る
会
社
運
営
が
な
さ
れ

ま
す
が
、
組
合
で
は
各
組
合
員
の
出

資
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
１
人
１

票
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、
会
社
は
利
潤
を
あ
げ
て

株
主
に
利
益
を
配
当
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
営
利
法
人
で
す
か
ら
配
当

は
無
制
限
に
行
え
ま
す
が
、
組
合
は

相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
中
間
法
人

で
あ
り
、
組
合
事
業
に
よ
る
剰
余
金

を
配
当
す
る
場
合
に
は
、
各
組
合
員

が
組
合
事
業
を
利
用
し
た
分
量
に
応

じ
て
配
当
す
る
事
業
利
用
分
量
配
当

を
重
視
し
て
行
う
こ
と
が
配
当
の
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
資

額
に
応
じ
て
行
う
配
当
は
、
年
１
割

（
企
業
組
合
は
２
割
）
ま
で
に
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
相
互
扶
助
と
は
、
中

小
企
業
者
が
組
合
を
結
成
し
、
協
同

し
て
よ
り
大
き
な
目
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
有
利

な
共
同
事
業
を
行
い
、
各
組
合
員
が

共
同
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
組
合
員
の
利
益
を
増
進
す
る
と
い

う
関
係
を
い
い
ま
す
。
こ
の
相
互
扶

助
こ
そ
組
合
を
貫
く
根
本
精
神
で
す
。

　

第
３
に
、
組
合
は
組
合
員
が
自
ら

組
合
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

組
合
員
の
事
業
に
役
立
つ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
が
、
会
社
に
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組

合
は
、
組
合
員
の
事
業
を
共
同
事
業

に
よ
っ
て
補
完
（
支
援
）
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
事
業
は

組
合
自
身
の
利
益
追
及
で
は
な
く
、

組
合
員
に
直
接
事
業
の
効
果
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
合
の
事
業
活
動
が
特
定
の

組
合
員
の
利
益
の
み
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
相
互
扶
助
の
観

点
か
ら
原
則
と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

第
４
に
、
会
社
は
資
本
の
論
理
に

よ
る
経
済
合
理
性
一
筋
で
す
が
、
組

合
は
経
済
合
理
性
の
追
及
と
と
も
に
、

人
間
性
を
尊
重
し
、
不
利
な
立
場
に

あ
る
組
合
員
の
経
済
的
地
位
向
上
を

図
る
た
め
の
組
織
で
す
。
会
社
に
な

い
制
度
上
の
特
典
が
組
合
に
与
え
ら

れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

今
さ
ら
聞
け
な
い

 
「
中
小
企
業
組
合
入
門
①
」

な
ぜ
中
小
企
業
者
に
組
合
が
必
要
か
？

組
合
と
会
社
の
違
い
に
つ
い
て


